授業づくり研修講座　実践レポート
座間市立栗原小学校　　武村　志緒里
１.単元名　第１学年　国語科　「ぼうしのはたらき」

２.実践のポイント(工夫)
・「ぼうしずかん」を作ることを第１時の授業で伝え、意欲と見通しを持たせる。
・読み手にとってわかりやすい文章になるよう、順序に気を付けて書くことを意識させる。
(教科書本文はどのような順序で書いてあるか気づかせ、その順序を基に書かせる。)
・友達と文章を読み合うことで、推敲する力をつける。

３.実践内容(７／９)
	過程
	学習活動の流れ
	指導上の留意点
	評価

	
導

入
	1 教科書30、31ページの写真を見て、知っているぼうしについて発表する。

2 めあてを確認する。


	ぼうしのメモを　くわしく　かこう。

	

	

展

開




	3 自分が説明したいと思うぼうしを選んでぼうしのメモを書く。
・ワークシートを用いて、
1 かぶるとき
2 はたらき
3 特徴(色、形、材質)
を項目ごとに書く。


	・メモの書き出しが難しい児童には、今までかぶったことがあるぼうしを想起させ、どんな時にかぶったかなど声をかける。

・「はたらき」が書き出せない児童に
は、目に見える特徴から書き出さ
せ、何のためにそのような特徴にな
っているのか考えさせる。
	【書】自分が説明したいと思うぼうしを選び、そのぼうしのはたらきや特徴を書いている。（観察・ワークシート）

	ま
と
め
	4 次時は本時で書いたメモを基にぼうしを説明する文章を書くことを伝える。
	
	



４.振り返り(成果・課題)
・教科書本文が「かぶるとき→はたらき→特徴」の順序で書かれていることを子どもに気付かせることで、実際に説明文を書く際に、その順序に気を付けて書くことができた。
[bookmark: _GoBack]・はたらきから特徴へつなげて書くのが難しそうだったため、メモを書く段階で、こういうはたらきがあるからこういう特徴になっていると意味が通じるように書くよう、丁寧に指導する必要があった。
